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本日の説明内容 

Ⅰ. 事業の検討経緯 
Ⅱ. 事業の進捗状況 
Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 
Ⅳ.今後の委員会予定 
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１．鵞流峡及び鵞流峡上流部の特性① 

■鵞流峡の治水上の特性 
・鵞流峡呑口部は川幅が200mから30mに急縮し
ているため、洪水時には鵞流峡上流部で水位
が堰上がり、土砂がたまりやすく氾濫しやす
い特性を持っている。 

松尾地区 
（右岸） 

下久堅地区 
（左岸） 

南原橋 

鵞
流
峡 

Ⅰ.事業の検討経緯 

（中日新聞社の承諾を得て掲載） 

■水害の歴史(36災害・58災害) 
・松尾・下久堅地区では浸水被害が発生。 

特に36災は松尾地区で堤防が約500ｍにわたって
決壊する等大きな被害が発生した。 

毛賀沢川 

水神橋 

旧水神橋 松尾地区 
下久堅地区 

36災害発生状況 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




■鵞流峡の景観・環境・利用（観光）の現状  
• 急流と水際の岩盤や奇岩が特徴的。天竜小渋水系県立公園第2種特別地域に指定。 
• 斜面林は落葉広葉樹、竹林が中心。河床は淵や砂州も存在し多様な環境に多くの動植物が生息。 
• 年間を通じて舟下りが行われ、夏場にはカヌーやラフティング等の水面利用も盛ん。 

Ⅰ.事業計画の検討経緯 １．鵞流峡及び鵞流峡上流部の特性② 
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鵞流峡内の状況 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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１．鵞流峡及び鵞流峡上流部の特性③ 

■鵞流峡上流部（松尾・下久堅地区）の治水上の課題  
天竜川の河川整備基本方針※1河川整備計画※2で対象としている洪水では、鵞流峡上流部で計画高水位※3

を上回り氾濫の危険があるため、治水事業による水位低下を図る必要がある。 

Ⅰ.事業の検討経緯 

※1 河川整備基本方針：長期的な河川整備の基本となるべき方針に関する事項を定めた計画 
※2 河川整備計画：概ね30年間に行う具体的な河川整備の内容を定めた計画 
※3 計画高水位：河道改修あるいは河川管理をする上で基準とする最高水位 

天竜橋 南原橋 水神橋 姑射橋 

松尾・下久堅 龍江・竜丘・川路 

計画高水位を上回る 

水位縦断図(模型実験結果) 

基本方針流量(実験水位) 

整備計画流量(実験水位) 

計画高水位 

河床高(平均) 
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●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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２．検討概要① 

■検討  
・治水事業計画は鵞流峡上流(松尾・下久堅地区）治水対策検討と、この対策の影響が懸念される鵞流
峡下流（龍江・竜丘・川路地区)の治水安全性確保を確認する必要があり、以下の組織から助言指導
を受け検討し平成21年～24年で策定した。 

Ⅰ.事業の検討経緯 

鵞流峡景観・環境検討会 

松尾・下久堅地区治水事業協議会 

【目的】 
治水対策について住民や関係団体等の意見を反映 
 
【構成員】 
学識者、地域住民・団体、河川利用する企業、自治体 

鵞流峡治水技術検討会 
 

【目的】 
治水技術面から治水対策を検討 
 
【委員会構成】 
学識者・研究者 

【目的】 
景観、環境、河川利用面から治水対策を検討 
 
 【委員構成】 
学識者、研究者、自治体 

情報共有 情報共有 

情報共有 
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●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している
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２．検討概要② 

弁
天
橋 

川路地区 

龍江地区 

竜丘地区 

松尾地区 139.4k 

南
原
橋 

天
竜
橋 

141.8k 

144.0k 135.5k 137.7k 

阿
知
川 

下久堅地区 

久
米
川 

姑
射
橋 

毛
賀
沢
川 

つ
つ
じ
橋 

147.5k 
イ
タ
チ
川 

JR 
天 
竜 
川 
橋 

水
神
橋 

飯
田
松
川 

模型再現区間 
（135.5k～147.5k：L=12.0km） 

■水理模型実験 
・治水対策検討にあたっては、川幅が急縮する複雑な流れのため数値解析では正確な流下能力の評価や、
対策工法の検討が困難。 

・そのため下図の区間の模型を製作し水理模型による移動床実験を行い、水位低下効果の検証、環境・景
観への影響把握・評価し治水対策を検討した。 

Ⅰ.事業の検討経緯 
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●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している
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３．治水対策 Ⅰ.事業の検討経緯 

■①鵞流峡右岸掘削 

最大掘削断面 

■⑤急流河川対策 ■③鵞流峡上流砂州維持掘削 

上流の砂州は堆積は、経年的に徐々に
進行するため、堆積状態を管理し河床
掘削を実施する 

■治水対策メニュー 
・「松尾・下久堅地区治水事業」は、水位低下対策と、堤防強化対策で構成 

・対策後は流れが改善するため、整備計画流量流下時の水位が約70cm低下(計画高水位-20cm)する 

＜堤防強化対策＞       
 
 
 

＜水位低下対策＞       
 
 
 

①鵞流峡右岸掘削 

②鵞流峡上流左岸法線形修正 

③鵞流峡上流砂州維持掘削 

⑤急流河川対策 

④鵞流峡上流左岸盛土 

⑥浸透対策 

松
尾
・
下
久
堅
地
区
治
水
事
業 

■⑥浸透対策 

堤脚排水施設 

浸透水を排水 

堤脚部に排水施設を設置 

浸透水 

■②鵞流峡上流左岸法線形修正 
■④鵞流峡上流左岸盛土(県の道路改良計画と調整) 

7 

 
下久堅地区特定河岸水害対策 堤防背後地盤

高は、堤防高
以上となって
いる。 
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SH403

SH404

SH405

SH406

SH407

SH409

144.8L-1

401-1

407-1

403-1

405-1

406-1

403-2

144.6L-2

401-2

144.6L-1

144.6L-2

407A

407B

144.0L-1

P197

松尾・下久堅地区治水対策事業進捗図

凡　例
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４．事業の進捗状況① Ⅱ.事業の進捗状況 

鵞流峡上流左岸法線形修正 

■治水対策メニューの進捗状況 
・平成25年工事着手後の進捗は下図のとおり、直轄管理区間の浸透対策については完了している。 

■急流河川対策 ■浸透対策 

■鵞流峡上流左岸法線修正 

計画築堤 

新堤防法線 

直轄管理界 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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４．事業の進捗状況② Ⅱ.事業の進捗状況 

■鵞流峡掘削関連工事の進捗状況 
・掘削部の上部斜面の不安定な岩塊が有り、掘削工事の際に落石となることが懸念されるため、落石対策
工（①ワイヤーネット、②モルタル注入、③ネット）を実施した。 

①大きな岩塊はワイヤーネットで被覆 

南原橋 

②発達した亀裂にはモルタルを注入し固定 

掘削範囲 

③小さな岩塊の落石対策として 
掘削範囲全線にネットを設置 

落石対策工 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




４．事業の進捗状況③ Ⅱ.事業の進捗状況 
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希少種情報のためマスキング 
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５．掘削設計【当初計画】① 

■当初計画時の配慮事項（景観・環境・水面利用の安全確保） 
・岩盤は硬質で斜面崩壊や浸食等の心配がないため、景観、環境面から掘削面の岩肌をそのままにするこ
とが好ましい。 

・通船時の安全確保のため高さ5ｍを超える掘削面は法面対策を実施し、落石跳躍距離を5ｍ程度に抑える。 

・通船必要水深のため河床の切り下げ高は平水位※1程度とする。 

・河床の視認性向上のため、河床掘削面には緩やかな傾斜を付ける。 

▽ 計画高水位 

無
対
策 

掘削断面イメージ 

法
面
対
策 

落石 
発生！ 

H＝5ｍ 

法面対策を実施した場合 
の落石の跳躍幅5ｍ 

船は主に左岸側 

を通行する 

水際の掘削は緩や 

かな傾斜を付ける 

 

    現況河道 
 

   掘削線 
 

   平水位 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

▽ 平水位 

必要水深 

※1 平水位：1年を通じ185日はこれより下らない水位 
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５．掘削設計【当初計画】 ② 

■当初計画時の対策工 
・掘削面の対策は景観、環境、河川利用、経済性を考慮し、接着工、無対策、捨石工とした。 

＜景観＞ 
・地山をそのまま利用するため 
 景観は良い。 
・長期的には植生が回復し、モ 
 ルタル部が見えにくくなる。 接着工 

＜景観＞ 
無対策部との連続性に違和
感がない。 

▽ 計画高水位 

▽ 平水位 

無対策 

捨石工 

＜構造・施工＞ 
・節理や浮いた礫をモル
タルで接着する。 
・施工には重機が不用。
工期が短い。 

法面対策工イメージ 

目地モルタル 

岩の亀裂部 

現地盤 

接着工のイメージ図 

掘削面に生じた亀裂
部をモルタルで補強
します。 

目地モルタル施工後写真 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 
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６．掘削設計【変更計画】① 

地質断面図（ボーリング No.2） 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

凡例（地質・岩相区分） 

記号 地質区分 ルートマップ表示 岩相区分 

B 盛土 － 

tl 
崖錐堆積物（崩落岩
塊、礫混じり土） 

－ 

Gd 花崗閃緑岩 

花崗閃緑岩 

花崗閃緑岩 
（マサ化したもの） 

Di 閃緑岩 

閃緑岩 

閃緑岩 
（マサ化したもの 

Le 優白質部 優白質部 

Gd 

Gd(w) 

Di 

Di(w) 

Le 

■地質調査内容・結果 
・詳細設計にあたり地質調査実施した。 
・当初計画時には全体的に硬質岩と考えていたが、堆積物やもろい岩盤も存在することが判明した。 

＊着色が濃い箇所は、現地踏査 
 で直接地質を確認した箇所  

堆積物 

D・CL 
～CH 
岩盤 

tl D・CL CM CH2 CH 

堆積物 砂、角礫、粘
土状、軟質
化 

中硬質 
（割れ目は少
ない） 

硬質塊状 
(割れ目は少
ないが開口) 

硬質塊状 

硬い 

当初想定 

地質調査結果 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




６．掘削設計【変更計画】② Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

■掘削断面形状の検討 
①掘削断面形状は、地質に応じた安定勾配での掘削(表層堆積物の場合は除去)を基本とする。 

②ただし、切土範囲が高所までおよぶ箇所では、地山改変範囲を少なくするため地山補強土工※1により法
面の安定を図る。(補強後の安全率は１．３≧計画安全率１．２) 

①で掘削すると、切土
範囲が高所までおよぶ 

地山補強土工 

※1 地山補強土工：棒状の補強材を地山に多数挿入することにより、移動土塊や斜面上の岩塊等を安定化させる工法 

tl D・CL CM CH2 CH 

堆積物 砂、角礫、
粘土状、
軟質化 

中硬質（割
れ目は少な
い） 

硬質塊状(割
れ目は少な
いが開口) 

硬質塊状 

硬い 
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捨石工 

NO37+12.5 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




６．掘削設計【変更計画】③ 

■掘削法線の修正 
・決定した掘削断面形で掘削すると、当初計画より地山改変範囲が広がり掘削土量も増加するため掘削法
線の見直しを行った。 

・見直しにあたっては流水がスムーズ流れる点にも配慮し変更した結果、準２次元不等流計算で当初計画
とほぼ同等の水位低下効果があることを確認した。 

・なお、工事着手後の掘削形状変更により流下能力不足が懸念される際は、準２次元不等流計算により流
下能力を確認する必要がある。 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

370

375

380

385

390

395

141 142 143 144 145 146

標
高

（T
.P.

m
）

距離標（k）

H.W.L.
変更計画

当初計画

計算水位（現況河道）

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

141 142 143 144 145 146

差
分

水
位

（m
）

変更計画

当初計画

計算水位（現況河道）

変更計画の水位がH.W.L以下で
あることと、当初計画とほぼ同
じ水位となることを確認 

鵞流峡 松尾・下久堅 

変更計画の水位確認 

掘削断面の検討経緯 

当
初
法
線 

変
更
法
線 

当初計画 
修正案1 
修正案2-1 
修正案2-2 
修正案3（変更計画） 

15 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




■法面保護対策 
・当初計画の思想(景観・環境・水面利用への配慮)遵守しつつ、地質と法面高に応じ接着工、擬岩工、植
生工を用いることとした。 

・計画高水位以下となる箇所については、流水による流失が懸念されるため植生工は用いない。 

・CH級岩盤のh≦5.0mは無対策とする。 

６．掘削設計【変更計画】④ Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

法面保護対策区分 硬い 

tl 

・ 地山補強土工 南原橋 

流水方向 

                              法面工展開図 
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▽H.W.L 

▽平水位 

tl D・CL CM CH2 CH

H.W.L～

5.0m～H.W.L以下

5.0m以下 無対策

植生工
接着工

擬岩工

地質区分
法面の高さ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




６．掘削設計【変更計画】⑤ 

特徴 完成メージ写真 一般図 

擬岩工 

・地山に金網を設置し炭素繊維セ
メントを吹き付け、手作業で表
面を仕上げる 

・表面を塗装することで、自然に
近い岩肌の再現が可能 

接着工 

・亀裂部をモルタルで補強する。 
・掘削後の岩肌をそのまま残せる。 
 

植生工 

・地山に金網を設置し客土と種子
を吹き付ける。 

・植生の早期回復が期待できる。 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

■各法面保護対策の概要 

植生基盤吹付（t=3～10cm） 

菱形金網 アンカーピン 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




■鵞流峡掘削変更計画 
・鵞流峡の掘削工事施工にあたっては以下の変更計画で進めていきたい。 

項目 当初計画 変更計画 

対策方針 
・景観、環境面から掘削面の岩肌をそのままにすることが好ましい。 
・景観保全、環境保全、水面利用に配慮した対策が必要 

掘削部の地質 CH級岩盤(硬い岩盤) 堆積物＋D級(もろい岩盤)～CH級岩盤(硬い岩盤) 

法面安定確保 

安定勾配で掘削 ・CH級岩盤部は当初計画と同じ 
・その他の地質部は、安定勾配での掘削を基本とする、た
だし、切土範囲が高所まで及ぶ箇所では、地山補強土工
により法面の安定を図る。 

流下能力の確認 
模型実験 
（準二次元不等流計算でも確認） 

準二次元不等流計算 
(掘削形状変更で流下能力不足が懸念される場合) 

法面保護対策 

・H=5m以下の法面は無対策、超える部分は接
着工を用いる 

・CH級岩盤部は当初計画と同じ 
・その他の地質部は地質と法面高に応じ接着工、擬岩工、
植生工を用いる。 

・計画高水位以下となる箇所については、植生工は用い
ない。 

河床部の仕上げ 
・切り下げ高は平水位程度とし、緩やかな傾斜をつける 
・掘削法尻部に捨石を設置する。 
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６．掘削設計【変更計画】⑥ Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 
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６．掘削設計【変更計画】⑦ 

■既存施設への影響確認 

 ・南原橋の橋台と掘削範囲は10m程度離れており、橋への影響はない。 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

南原橋橋台 

隔離10m程度 

捨石工 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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６．掘削設計【変更計画】⑧  

鵞流峡左岸から上流 

現 状 既往計画 変更計画 

南原橋から下流 

現 状 既往計画 変更計画 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

■完成パース 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




■工事工程 
・工事は非出水期に行い、3ヶ年の予定（h29年度～h31年度） 

７．施工計画① Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

工事工程

鵞流峡掘削工事

H31年度H29年度 H30年度

出水期 出水期 出水期

X=-5

Y=
-5
96
00

Y=
-5
96
50

X=-58050

398.54

386.02

376.13

372.33

377.19

389.17

402.31

407.79

400.54

394.86

382.38

374.78

375.03

385.50

399.13

372.18

377.41

391.40

399.47

407.98
400.63

407.64

407.56

407.97

408.30

408.59

408.60

372.27

379.59

382.27

390.63

402.49

402.33
406.20

396.01

384.01

373.40

378.97

387.82

391.64

403.26
399.22

403.53

389.33

383.12

375.47
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CH 

CH2 

tl 

工事用道路・掘削工事 掘削工事 掘削工事 

掘削年割り図 



７．施工計画② 

■仮設計画 
・工事用道路は、増水時には冠水する前提で袋詰め玉石で
築造。 

・仮締切は設置が困難なため設置しない。 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

毛賀沢川 

工事用道路 

平成30年2月末撮影 
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撮影:平成30年3月9日 

毛賀沢川 

河川の増水時には現場は待避し、中
断再開を繰り返し施工する。 

※工事用道路高は平水位＋2.0m 

工事用道路設置完了の状況 増水時の状況 

・工事用道路は天端まで冠水 
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７．施工計画③ 

■配慮事項（通船利用の安全確保） 
・通船ルート確保のため砂州を掘削し澪筋を変更した。 

・通船時には掘削工事を一時中断する。 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

砂州を掘削し、通船ルート
を左岸よりに変更 

工
事
用
道
路 

南原橋から上流を撮影 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている




騒音調査状況：地点名3 

７．施工計画④ 
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■配慮事項（騒音対策） 
・掘削機械は、低騒音・低振動機械を使用する。 

・工事ヶ所周辺には病院や住宅があるため掘削時の騒音については適宜計測を行い、支障が発生しない
よう注意しながら施工する。規制値は騒音規制法の基準から85デシベルとしている。 

 

■参考：平成30年2月27日に転石割(77.1デシベル発生)を行った際の５地点で調査を実施した。 

    最大測定値は、67.4デシベル(地点3)であった。 

騒音調査状況：地点名3 調査地点位置・測定結果 

h30.2.27測定結果(デシベル) 

発生源 77.1 

62.9 1 

51.7 2 

61.8 5 

  ～    調査地点    1 5 

住宅 

病院 

住宅 

67.4 3 

住宅 

56.5 

4 

住宅 

Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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騒音調査状況：地点名3 
騒音調査状況：地点名3 
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H29掘削範囲 

NO.37 NO.37+12.5 NO.37+25  
NO.37+37.5  NO.38 

NO.38+12.5  

南原橋 

全工事延長＝200m 

NO.36+37.5 

最大法断面 

平成30年3月15日撮影  

H29工事区間 

８．施工状況① Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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騒音調査状況：地点名3 

■伐採状況(平成30年3月12日現在) 

騒音調査状況：地点名3 
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NO.37+37.5 

■掘削状況(平成30年3月1現在) 

NO.38+12.5 
NO.38+12.5 

南原橋 

NO.37+37.5 

NO.37+12.5 
NO.36+37.5 

８．施工状況② Ⅲ.鵞流峡掘削の設計・施工 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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９．今後の委員会予定 

■鵞流峡掘削関連工事工程 

Ⅳ.今後の委員会予定 

■委員会開催時期・内容 
・2回目以降：掘削工事中に新たな課題が生じた場合の対応について確認 

・最終回：鵞流峡掘削の最終確認 

第1回 第2～N回 最終回 

開催時期（予定） H30.3.16 適宜 （H32.3） 

内
容 

事業経過確認（事業計画経緯・進捗状況） ● ● 

鵞流峡掘削の設計・施工確認（掘削着手前） ● 

鵞流峡掘削中に発生した課題対応確認 ● 

鵞流峡掘削完了確認 ● 

現場確認 ● ● ● 

工事工程

鵞流峡掘削工事

H31年度H29年度 H30年度

出水期 出水期 出水期掘削工事 掘削工事 工事用道路・掘削工事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●鵞流峡対策の検討経緯

・鵞流峡の検討は、平成２１年度から進められてきて入り、３つの会議が、それぞれ情報交換を行いながら議論が進められてきている。既に治水検討会１０回、景観・環境検討会を７回、協議会を４回開催している

・基本的には治水検討が先行し、景観・環境検討に情報提供し、意見をフィードバックしながら技術的検討を進め、両検討会の結果を協議会に報告、意見をいただく流れをとっている
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